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Wikipediaを中心としたLinked Open Dataに関する一
考察

吉岡 真治1,a)

概要：現在、Wikipediaの情報を中心に様々な Open Dataを関連づけて活用する Linked Open Dataの研
究が行われている。本発表では、Wikipediaのページが表現する情報の粒度が与える影響について考察を
行う。

1. はじめに

近年、Web上に公開された多くの有用なコンテンツを活

用するために、複数のコンテンツの間の関係 (Linked Data

と呼ぶ)を記述することにより、よりその有用性を高めよう

とする Linked Open Data (LOD)[1]と呼ばれる活動が盛

んになっている。この LODでは、数多くのインスタンス

の情報やカテゴリの階層構造を持つWikipedia*1から様々

な関係を取り出して利用可能とした DBPedia*2 のデータ

を中心に様々なデータが関連づけられている。

我々は、これまでに、Wikipediaに書かれている情報を活

用するための研究として、Wikipediaと GeoNames*3の間

の自動的リンク発見とメンテナンスの手法 [2]やWikipedia

のカテゴリ情報の分析 [3]を行ってきた。

本稿では、これまでの研究を踏まえ、Wikipediaのペー

ジやカテゴリが持つ性質が、LODの中心としてWikipedia

を使う場合の影響について議論を行う。

2. Wikipediaが持つ情報とその活用

Wikipediaには、現在、日本語版に 812,296件、英語版

に 3,983,274件の記事*4があり、これらのページが階層的

なカテゴリによって、分類されている。また、この階層的

なカテゴリの性質を利用したWikipediaオントロジーの構

築が行われている。

本章では、Wikipediaに記述される情報の中で、カテゴ
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リとページに注目して、概観すると共に、これらの情報を

利用したWikipediaオントロジーについて紹介する。

2.1 Wikipediaのカテゴリ

ここでは、日本語版Wikipediaのカテゴリに関する説明

ページ「Wikipedia:カテゴリ」、「Wikipedia:カテゴリの方

針」をもとに、カテゴリがもつ性質について概観する。

Wikipediaにおけるカテゴリの定義は、「カテゴリとは、

記事を分野別にまとめた索引」である。これらのカテゴリ

は、「総記」、「学問」、「技術」、「自然」、「社会」、「地理」、

「人間」、「文化」、「歴史」の 9個の主要カテゴリのいずれか

に分類される。

さらに、Wikipediaにおいてはこれらのカテゴリが、図

1に示す基準により作成されるサブカテゴリが作成され、

各々のカテゴリ間の関係については、図 2に示す基準で階

層化が行われる。

また、カテゴリに包含する記事数が増えた場合には、よ

り具体的なサブカテゴリが作成される。このような基準で

作成されたサブカテゴリには、上位カテゴリの内容をおお

むねカバーしているようなサブカテゴリの組 (例えば、「ア

ジアのサッカークラブ」に対して、「日本のサッカークラ

ブ」、「シンガポールのサッカークラブ」など)が作成できる

場合と、「映画作品」に対する「アカデミー受賞作品」の様

に、「アカデミーを受賞しなかった映画作品」といった意味

のないサブカテゴリを作らないとこの様な組が出来ない場

合がある。ただし、後者の場合には、意味のないカテゴリ

を作らないため、サブカテゴリの網羅性が保証されない。

この前者のように、上位カテゴリの内容をおおむねカ

バーしているようなサブカテゴリの組を、「分割として機

能するカテゴリ」と呼び、後者を「分割として機能しない

カテゴリ」と呼ぶ。また、「分割として機能するカテゴリ」
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( 1 ) カテゴリは第一義として、「分類」を示すものです。

「xx は YY のひとつである」と言うことができれば、「分

類」を示すと言えます。項目 xxはカテゴリ YYに属するべ

きです。反例として、北朝鮮と韓国は関連がありますが、ど

ちらかがどちらかを包含する関係ではありません。

( 2 ) 上記に加えて、ウィキペディアのカテゴリとしては「関連が

深いキーワード」を示すことができます。

「分類」より「キーワード」を指向しているカテゴリも存在

します。記事 xx が「YY 関連用語」であるという意味合い

でカテゴリ YY に属することが期待される場合があります。

例として、学術用語と Category:学問の関係など。この場合

も、カテゴリはより上位の概念であることが求められるた

め、逆の関係ではあり得ません。

( 3 ) また、カテゴリはウィキペディアの骨組みの意味を持ちま

す。

カテゴリ機能の普及によって、カテゴリの構造がウィキペ

ディアの全体構造を示すこととなりました。カテゴリ同士の

関係もウィキペディア全体を意識した一貫性や無矛盾性が求

められ、よいカテゴリ構造を作ることが、わかりやすいウィ

キペディアを作ることにつながります。似た意味合いのカテ

ゴリや大きく重複するカテゴリがある場合は、なるべく内容

をすり合わせ、統合を検討しましょう。併存させる場合も、

明確な使い分けの方針を決めましょう。そうしなければ混

乱が永続することになります（例：「文房具」と「事務用品」

など）。

図 1 カテゴリづけの方針

多くのカテゴリは一つ以上の親カテゴリを持ちます。例えば、

Category: 日本の作家は Category:各国の作家と Category:日本

の人物 (職業別)の両方に含まれています。あるカテゴリを他のカ

テゴリのサブカテゴリとする場合、前者のカテゴリの内容が（あ

る程度の例外はありえますが）後者のカテゴリの内容として含ま

れうるものであることを確認してください。カテゴリの上下関係

は親子関係であり、ループ構造にならないように注意してくださ

い。ある二つのカテゴリ同士に深い関係があり、しかし上下関係

を作らないような場合は、カテゴリの本文で関連づけるに留めて

ください。

図 2 カテゴリの構造

については、ページに親カテゴリを重複して付与しないこ

とになっている。

2.2 Wikipediaのページ

ここでは、日本語版Wikipediaのページ (記事)に関す

る説明ページ「Help:記事とは何か」、「Wikipedia:記事名の

付け方」、「Wikipedia:ページの分割・統合」、「Wikipedia:

リダイレクト」、「Help:リダイレクト」をもとに、ページの

タイトルの付け方や、その単位に関する議論をページがも

つ性質について概観する。

Wikipeidaにおける記事 (article) とは、「百科事典とし

ての情報が記載されているページ」のことである。これら

のページ (記事にはひとつ題名を付ける必要があり、その

題名については、図 3のような基準が提案されている。

• 認知度が高い - 信頼できる情報源において最も一般的に使

われており、その記事の内容を表すのに最も著名であると考

えられるもの。

• 見つけやすい - 読者にとって記事の中で見つけやすいもの

（そして編集者にとって最も自然に他の記事にリンクできる

もの）。

• 曖昧でない - その記事の内容を曖昧さなく見分けるのに必

要な程度に的確な名称であること。

• 簡潔 - 短く、要点を突いているもの（曖昧さ回避の場合で

も、カッコ内を短く保つことは必要です）。

• 首尾一貫している - 他の似たような記事においても、同じよ

うに使われているもの。

図 3 記事名の付け方

• 次のようなページ名を入力しても目的地にたどりつけるため

– ページの主題の別名

– ページの主題に関する副次的な話題（この場合、セクショ

ンへのリダイレクトにしてもよい）

– 大文字・小文字、ハイフネーションなどの違う表記

– 漢字の字体の違う表記

– つづりや送り仮名などの違う表記

– よくある綴り間違い、誤字など

• あるページに簡便にたどり着くため（ショートカット）

• ページを移動した後に、リンク切れを防ぐため（内部リン

クは修正できますが、外部からのリンクのことも考慮しま

しょう）

図 4 リダイレクトの作成基準

一方、あまりに、多くの内容を含むページや、必要以上

に細切れにされたページを作らないための基準が提案され

ている。

また、各ページには、タイトルと違っても、その内容を

表示することが適切があるページが存在するため、図 4に

示すリダイレクトという枠組みが用意されている。

2.3 Wikipediaオントロジーの構築

前章で述べたWikipediaの性質に基づいたWikipediaオ

ントロジーの構築が行われている。代表的なものとしては、

英語版Wikipediaに基づいた DBPedia[4]や YAGO2 (Yet

Another Great Ontology 2) [5]がある。また、日本語につ

いても、同様の試み [6]が行われている。

これらの研究では、Wikipediaのカテゴリーが持つ図 1

の 1の分類としての役割に注目し、カテゴリ情報からクラ

スの情報を生成し、そのカテゴリに属するページをインス

タンスとして分類するという形で、多くのインスタンスを

含む大規模オントロジーの構築を行っている。

さらに、Infoboxと呼ばれる構造化データからの属性情

報の抽出などを行い、SPARQLを用いて、特定の条件を満

たすインスタンスの検索を行うシステムなどが構築されて

いる。
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3. Wikipediaを中心とした LOD

3.1 Wikipediaオントロジーに関する考察

前節で述べたように、Wikipediaオントロジーでは、カ

テゴリの持つ「分類」としての側面に注目して、クラス階

層の構築を行っている。しかし、カテゴリは、あくまでも、

ユーザがWikipediaを閲覧するためのナビゲーションを支

援するために作られているため、必ずしも、全ての親子の

カテゴリの間に分類関係が成り立っているわけではない。

我々は、2012 年 2 月 6 日のダンプデータに存在した

100,997件から「スタブ」などのWikipedia固有のカテゴ

リを除去した 95,765件のカテゴリとそのカテゴリ間の関

係 203,975ペアについて、その表記パターンと階層関係に

ついての分析を行った [3]。

この研究では、Wikipediaのカテゴリを構成する要素に

基本的なパターンがあることに注目した分類を行った。こ

の研究では、一般的な、「名詞」、「助詞」、「動詞句」、「接

続詞」という品詞分類に加え、「修飾節 (例えば、『かつて

存在した』)」と「付加情報 (例えば、曖昧性回避のための

文末の ()表記『(業種別)』)の組合わせでカテゴリの分類

を行った。例えば、「かつて存在した日本の企業 (業種別)」

というカテゴリは、「かつて存在した {修飾節 }＋日本 {
名詞 }＋の {助詞 }企業 {名詞 }(業種別){付加情報 }」の
組み合わせと判断される。

ここで、「修飾節」と「付加情報」は、概念の階層構造を

分析するためのパターンとしては、あまり有用でないと考

え、これらの項目を無視して、パターンの数を数えたとこ

ろ、表 1のような件数となった*5。

表 1 Wikipedia のカテゴリの表記パターンによる分類
カテゴリのパターン 件数

名詞単独 42,044

「日本」、「宇多田ヒカル」

名詞＋の＋名詞 50,643

「日本の野球選手」

名詞＋の＋名詞＋の＋名詞 1,141

「京都市の寺院の画像」

名詞＋に＋動詞句＋名詞 785

「商業に関する学科」

名詞＋を＋動詞句＋名詞 706

「鉄道を題材にした作品」

その他 446

ここで、品詞の判定には、MeCabを利用したが、明ら

かに固有名詞と判断できるもの (例：天空の城ラピュタ)に

ついては、MeCabの結果ではなく、固有名詞と判断する

こととした。この結果、カテゴリの内、約 44%が「名詞単
*5 表の値は、論文発表後に再検討を行った結果を反映しているた
め、[3] とは異なる。

独」であり、53%が、「名詞＋の＋名詞」の形で表されてい

ることが確認された。よって、「名詞単独」と「名詞＋の＋

名詞」のみに注目するだけで、大部分のWikipediaのカテ

ゴリの情報を利用できると考えられる。

また、「名詞単独」→「名詞 A＋の＋名詞 B」の形式で

は、27,356件中、親の名詞と名詞Aが同じ (「日本」→「日

本の人物」)ペアが 14,051件、名詞 Bが同じ (「作家」→

「日本の作家」)ペアが 5,378件と大部分を占めた。これは、

「分割として機能するカテゴリ」の上位では、分割の元にな

るカテゴリと分割の基準となるカテゴリを合わせて親に持

つことが多いためだと考えられる。

次に、「名詞 A＋の＋名詞 B」→「名詞単独」の関係で

は、名詞 Bと子の名詞の間の関係が強く、「日本の歌」→

「演歌」のようなクラス・サブクラスの関係や、「大阪府の

大学」→「大阪大学」のようなクラス・インスタンスの関

係が存在した。

これらの分析結果から、Wikipediaのカテゴリ階層をオ

ントロジーの概念階層として利用する場合の問題点を以下

に述べる。

( 1 ) Wikipediaのカテゴリには、インスタンスの情報が存

在する。

Wikipediaのカテゴリには、クラス以外に、特定のイ

ンスタンスに関連する概念を関連づけるためのカテゴ

リが存在する。

( 2 ) Wikipediaのカテゴリには、概念階層として不適切な

ものを含む

「日本」→「日本の人物」という親子関係は、「日本」

が「地理」を主要カテゴリとして持ち、「人物」が「人

間」を主要カテゴリを持つことから、一般的な概念階

層としては、不適切であると考えられる。

(1)については、カテゴリを利用する際には、そのカテ

ゴリがインスタンス (固有名詞)であるかどうかを判断する

必要があることを示している。また、(2)については、「札

幌市」→「札幌市の企業」→「北海道日本ハムファイター

ズ」というカテゴリが存在し、「名護市」にキャンプ地とい

う関係で、「北海道日本ハムファイターズ」というカテゴリ

が付与されている場合に、「札幌市」→「名護市」という関

係を付与するといったカテゴリの意味的ドリフトを起こす

原因となる。

Wikipediaオントロジーの構築では、これらの問題に対

処するために、様々なヒューリスティックスが用いられて

いる。しかし、うまく行かない反例が見つかる毎にヒュー

リスティックスを修正するような方法では、どこまで作業

を進めれば良いかが不明となる。そこで、上記のようにパ

ターンを分類していくと共に、既存の獲得した情報を利用

して、これまでの手法で、うまく利用できている親子関係

と、利用できていない親子関係を分類することが有用であ

ると考えている。
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また、リダイレクトによる同義語の収集という方法も提

案されているが、図 4にあるように、リダイレクトには、異

表記以外の使い方もあり、これを分離することが必要であ

る。ただし、情報検索などのように、関連概念も含めて検

索語拡張をするという立場であれば、リダイレクトを使っ

た検索語拡張というのは、問題が少ない可能性もある。

一方、Wikipediaのカテゴリの現状にも、問題があると

考えている。例えば、分割のために機能するカテゴリで用

いられるカテゴリの多くは、特定の属性を持つことによっ

て分類されている。ところが、この関係の一貫性を手動で

保つためには、大きな労力がかかる。例えば、1976年生と

いうカテゴリには、生年月日が 1976年の人が全て網羅され

ていることが期待されるが、必ずしも、全ての人にカテゴ

リがついている保証はない。DBPediaの様な形でデータを

整理することができれば、この様なカテゴリは、SPARQL

の検索クエリと対応づけることが出来るはずであり、今後

は、お互いの協調が求められると考えている。

3.2 WikipediaとGeoNamesのリンク発見とメンテナ

ンス

Wikipediaのカテゴリ情報には、先に述べたように、「分

割として機能するカテゴリ」が存在し、その多くが、地理

的な情報 (国名や地域名)などで、分割をされている。我々

は、この性質を利用して、異なるOpen dataである英語版

のWikipediaと GeoNamesの間のリンク発見の方法を提

案している [2]。

GeoNamesは、Creative Commons attributionライセン

スで開発されている地名情報に関するデータベースであ

り、各地名には、「ID」、「名前」、「別名」、「国名」、「行政

単位」、「地名のタイプ」、「座標」などの属性情報が付加さ

れている。このGeoNamesには、2012年 2月 1日時点で、

8,105,590件の世界中の地名の情報が存在している。

本手法では、Wikipediaのカテゴリの情報から、「国名」

や「行政単位」の情報を抽出すると共に、「地名のタイプ」を

推定することによって、座標の情報を用いないWikipedia

と GeoNamesの間のリンク発見の方法を提案した。具体

的には、Wikipediaの地理情報が、「Geography of ¡国名 or

地域名¿」(例：Geography of Japan, Geography of Ohio)

のサブカテゴリに存在することに注目し、そのカテゴリの

階層関係から対応するページがどの国のどの地域の情報を

表しているかを推定すると共に、「地名のタイプ」に対応す

る文字列が、カテゴリ中に存在するか否かによって、リン

クの発見を行った。

この結果、いくつかのヒューリスティックスを用いること

によって、かなり高精度 (97%)に、GeoNamesとWikipedia

の間のリンクを発見することが可能となった。

一方、GeoNamesに既に存在しているWikipediaのリン

クと比較することによって、本手法が、手法自体のエラー

を発見するだけでなく、既に、存在している不適切なリン

クを発見できることを示した。

この過程において、GeoNamesとWikipediaのリンクの

間に、LODの論文 [1]では、指摘されていない問題に直面

した。[1] の研究では、GeoNamesとWikipediaの間で、同

一の地名を表しているものに owl:SameAsで関連づけるこ

とを提案してる。しかし、以下のような場合に、GeoNames

とWikipediaの対応関係が 1対 1とならずに、問題が発生

する。

• 複数の地点を設定できる地名
川や、山脈、都道府県など、広がりをもつ地名は、同

一の地名に対して、複数の地点を設定することが可能

である。

• 対応する GeoNamesの情報が複数存在する地名

GeoNames では、複数の役割を果たす地名 (例えば、

「街」であると共に、「首都」である)があった場合に、

GeoNamesでは、同一名称で、複数のエントリが作成

される。この様な場合の多くは、Wikipediaのページ

とどちらのエントリも対応すると考えられる。

• 複数の地点を含むページ
Wikipediaのページでは、必要以上に細切れにされた

ページを作らないために、複数の地名の情報が一つの

ページに記述される (例えば、山脈のページに山の一

覧が含まれる)ことがある。

このようなエントリ間を owl:SameAsでつなぐことは、

問題があり [7]、適切な処理を行う必要がある。

3.3 Wikipediaを中心とした LODの問題点

これまでに議論してきたように、Wikipediaの編集方針

は、Wikipediaオントロジーや、それらをつなぐ LODで

の利用を考慮したものになっていないため、幾つかの点で

不整合が生じている。特に、一番大きな問題は、Wikipedia

のページという単位が、表現したいインスタンスやクラス

の粒度が一致しないという問題である。

一つの解消の仕方としては、リダイレクトを積極的に使

い、複数のインスタンスについて述べているページでは、

必ず、個々のインスタンスについて、リダイレクトを作成

し、そのリダイレクトをページのセクションなどの特定の

場所に対応づけるという方法である。この場合、基本的な

Wikipediaの規約は変更せずに、粒度を揃えることができ、

やがて、そのセクションがページとして独立した場合でも、

その一貫性を保つことができる。ただし、どのようなレベ

ルのインスタンスをリダイレクトとして作成すべきなのか

と言った問題が発生したり、手間がかかると行った問題点

がある。また、DBPediaなどによるデータの抽出が行えな

いというのも欠点である。
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4. まとめ

本研究では、Wikipediaにおけるページやカテゴリの作

成基準とWikipediaオントロジーや LODでの利用で想定

している状況を比較することにより、その不整合について

考察を行った。

これらの不整合の解消については、その対応方法は考え

られるものの、実際に行うとなると、それなりの手間がか

かることが想定される。

ただ、これらの不整合を無視した形で行っている研究の

多くにおいて、それなりに有用な結果が得られていること

から、この様な不整合が、どのようなときは影響が少なく、

どのようなときには影響が大きいのかということについ

て、より詳細な考察をしていく必要があると考えている。
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